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多くの団体からの応募を待っています。
　浄化槽を設置している方は、法律により清掃・
保守点検・法定検査を行わなければなりません。
　浄化槽を適切に維持管理しないと汚水がきち
んと処理されず、悪臭が発生したり、水路を汚
したりしますので、正しい維持管理を心がけま
しょう。

 清掃
浄化槽の中にたまった汚泥などの引き抜き・
機器類の清掃を行う作業です。必ず年1回以
上、市の許可業者に依頼して行ってください。
 保守点検
浄化槽の稼動状況の点検・薬剤の補充・機器
などの調整・修理を行います。おおむね年に
3〜4回県の登録業者に依頼して行ってくだ
さい。
 法定検査
法定検査は、浄化槽からの放流水の状況や日
頃の維持管理が適正かを確認する検査です。
毎年1回、県知事から指定された機関「（一社）
山梨県浄化槽協会」（☎055（288）1132）に申
し込んでください。

浄化槽を適切に管理しましょう

　ライター・スプレー缶には、可燃性のガスが
含まれています。火災や爆発を防ぐため、以下
の点に気をつけていただけますよう、お願い致
します。

 ライターは、原則として中身を完全に使い切
り、「粗大ごみ」として出してください。やむ
を得ずガスが残ってしまった場合は、破砕し、
透明の袋に入れ、「粗大ごみ」として出してく
ださい。
 スプレー缶は、中身を使い切り、必ず穴を空け
て「粗大ごみ」として出してください。その際
に、他の金属類とは一緒にせず、スプレー缶だ
け別にして出してください。

※カセットボンベなど、一部「資源ごみ」として出せるス
プレー缶もあります。殺虫剤・化粧品・整髪料など
のスプレー缶は、「粗大ごみ」になります。

「粗大ごみ」収集時のライター・ス
プレー缶の出し方について

アダプト・プログラムをご存知ですか？～きれいな住みよい笛吹市にするために～

　行政と市民とが一体となり、協働して地域美
化を推進するための制度です。アダプトとは英
語で“～を養子にする”という意味であり、市民
が里親となって、自分たちの住む地域を、里子の
ように愛情をもって面倒を見てもらい（美化活
動をする）、それを行政がサポートする仕組みに
なっています。

 アダプト・プログラムとは？
　市は、アダプト・プログラム登録団体に対し
て美化活動に使用するごみ袋・ほうき等の清掃
用具を貸与・支給します。また、美化活動によっ
て集まったごみについては、市で回収いたしま
す。さらに、活動中の傷害に対処するため、登録
者全員に対しボランティア活動保険への加入を
市で行います。

 アダプト・プログラムへ登録すれば…

・登録可能な団体は、市民等で組織する自治会、
商工会、女性団体、各種のサークル、同好会等
地域住民団体、教育・行政機関、地元企業及び
その従業員の団体です（登録者年齢は小学生
以上）。

・美化活動の対象となる場所は、一般道路、駅前、
河川敷、公園、広場、文化財等の公共的な場所
です。

・登録団体については、年間6回以上環境美化活
動を行ってください。

 アダプト・プログラム登録条件 美化活動の様子

■問合せ先　環境推進課　☎055（261）2044
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1 株式会社山梨中央銀行石和支店
2 株式会社地場工務店
3 株式会社イワタニ
4 笛吹みがこうプロジェクト実行委員会
5 鈴健興業株式会社
6 クリーンネット笛吹協業組合
7 ムラコシ精工山梨事業所
8 OBARA株式会社
9 国府子供クラブ
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 No.

59目の不自由な方
だけでなく、誰で
も容器を触った
時にシャンプー
とリンスを区別
できるように工
夫されている。
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